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【市長と語る懇談会 記録】 

 

開催日    平成 26 年 11 月 6 日（木） 

 

地区     修道小学校区 

 

会場     修道小学校３階図書室 

 

参加者数   ８人 

 

 

 

 

《質問・意見》 

防犯灯ＬＥＤ化の促進について、10 年かけて整備していくということだが、もう少し短

縮できないか。まちづくり会でも防犯灯のＬＥＤ化をテーマに検討をしていたが、市の危

機管理課で計画的に整備していくのでまちづくり会では検討しなくていいと言われている。

試算すると早く取り組めば電気代が安くなるので、もっと早く整備できないかということ

です。 

 

《回答》【市長】 

できるだけ早くやっていきます。 

 

 

《質問・意見》 

小学校、中学校にソーラー発電を取り付けてはどうか。 

 

《回答》【市長】 

学校の屋上に、付けられるところには付けています。また、小中学校の統廃合を進めて

いくなかで、沿岸部は避難場所のこともありますが、それ以外のところは検討していきま

す。 

 

 

《質問・意見》 

民生委員で、一人暮らしの老人を集めて古市公民館で認知症予防の運動などの活動をし

ている。まちづくり会で補助金を出してもらえないか。 

 

《回答》【市長】 

まちづくり会でやっていけると思います。まちづくり会で話をあげてみるのはいかがで

しょうか。 
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《質問・意見》 

ある作家が、イベントを開催するなら、その地方独特のことを手掛けるとか、市長の下

に優秀な人材をつけることが成功の秘訣であると言っていたが、まちづくりにも言えるこ

とだと思う。優秀な人材で町おこしをしてほしい。 

空き家を活用して老人ホームみたいなものに活用できないかと思う。 

また、中之町は老人会が無いので、他町の老人会に入れてもらっている。町に任せるの

でなく、市役所で老人会をつくってほしい。 

 

《回答》【市長】 

人事は大切と考えています。 

空き家対策については大きな問題と考えており、条例づくりを検討しています。相続人

がいないことや税金の問題もあって、なかなか難しい問題となっています。国にも統一し

た対策が取れるよう要望しています。 

老人会の件については、老人クラブ連合会にも相談をしていきます。 

《後日回答》【担当部局 健康福祉部 高齢・障がい福祉課】 

現状として、中之町に老人クラブはありませんが、市役所が老人クラブの設立に伴うメ

ンバー募集を行うことはできませんので、有志を募っていただいて設立していただくこと

になります。老人クラブの設立については、会員 30 人以上等、様々な条件はありますが、

老人クラブの活動に対して伊勢市から補助金を出すことも可能ですので、その際はご相談

ください。相談窓口は伊勢市役所東庁舎 1階の高齢・障がい福祉課となります。 

 


